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クに関する調査と分析 [1], [2]，問題を作ることによる
解決能力向上効果の調査 [3]，実際の教育現場での実
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解法 xを用いて正解を導き出せる問題の集合 (x=1, 2,
…n)のように表記する．例えば図 1 における “U-(P1








（注 1）：ツルカメ算の問題を，aX＋ bY＝ c，X＋Y＝ d，ただし a≠
bといった適用条件 (condition)をもつものとし，a× b＝L，｜a－ b｜




































































境の構成図を図 2 に示した．図 2 中の，作問インタ
フェース (Problem Posing Tools)，文章問題診断部
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図 2 フレームワーク
Fig. 2 The framework of this ILE.
図 3 文章問題診断の流れ












































Fig. 4 An example of a problem posed in the ILE.
図 5 問題の内部表現例











れぞれ図 5 に示す基本関係の (1)～(4)へ変換される．
次に，いくつかの結合規則を用いて基本関係間の結合
を行い，問題理解ネットワークを生成する．図 4 の場
















図 6 問題理解ネットワーク例 (1)
Fig. 6 An example of a problem understanding
network.
図 7 ツルカメ算の汎用解法インデックス
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図 8 汎用解法インデックスへの割付け例
Fig. 8 An example of an assignment for the generic ISM.
図 9 演算関係知識を用いた検証































図 10 問題理解ネットワーク例 (2)
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表 1 ツルカメ算の問題の難易度テーブル
Table 1 A table of problem diﬃculty of “crane-turtle
method.”
段階 問題構造 問題が取扱う状況 数値の性質
　 　 (構成概念) 　
1 0/1次問題 オブジェクト 離散量
　 　 (ツル・カメ・足) 　
2 0/1次問題 オブジェクト 離散量
　 　 (生物・足) 　
3 0/1次問題 オブジェクト 離散量
　 　 (生物・体の部位) 　
4 0/1次問題 オブジェクト 離散量
　 　 (自然物) 　
5 0/1次問題 オブジェクト 連続量
　 　 (自然物) 　
6 2次問題 オブジェクト 平均量






































































（注 5）：本システムはすでに以下の URL で公開している．
http://www.minnie.ai.kyutech.ac.jp/ nakano/ILE/interface.html
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表 2 アンケートの結果
Table 2 The results of the questionnaire.
設問番号 良い 悪い どちらともいえない
(1) 9 0 0
(2) 8 0 1
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